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CO2ゼロにこだわる実験住宅 

 

 

 

 

 

イゼナでは、CO2 ゼロ にこだわる、CO2 ゼロ を目指す 実験住宅を建てました。 

鳩山政権がCO2 25％削減を掲げる中、イゼナは、CO2ゼロ にこだわる実験を始めました。今の時代の中

で イゼナが今まで考えてきた事 練っていたアイデアをこの実験住宅にできるだけとりこむことにしました。

それは発想の転換もせまる試みでもあります。今年 3月に実験住宅の見学会を催しましたところ、設計士始

め 100 名以上もの方々が来られました。http://www.izena.co.jp/004news/04news00.html 

■ なぜ CO2ゼロなのか なぜゼロ Oを目指すか 
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このグラフは月刊雑誌ニュートンの 2010 年 4月号

「CO2特集」に載っていた図です。真ん中のグラフは

約２万年前から現在までの大気中のCO2濃度の変

化を示しています。２万年前から近代まで 300ppm を

越えていませんでしたが、近年、いきなり 400ppmに

向かって立ち上がっています。さらに最近の大気中

また海水中のCO2濃度が今なお上昇していることを

如実に示しています。このグラフが今の地球の状態

のすべてを 刻々と異常事態に向かっていることを 

語っていると思います。 

 

空気も海水も現在の地球環境を支えている原点

です。これらが相まって太陽からの強烈なエネル

ギーを緩和させています。それにより地球の平均

温度を約 15℃に保たれ、私たちの命は支えられ

ています。地球の直径を１m とした場合空気層は

0.8mm ぐらい、海洋は 0.3mmほどです。生物が命

を保てる大気の厚さというのは、厚さというより地球

の表面にへばり付いた「膜」、つまり 地球とは海

水と空気でコーティングされた惑星であるとも言え

ます。何としても、一刻も早く、１人でも多くの人

と、先ずはこの距離感、厚さ感を共有して同じ価

値観を持たなければならないと思っています。 
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■自己紹介から イゼナ アクアレイヤー 

今年６６歳になります。太陽エネルギーを意識したのは中学1年のとき 鉄板で塵取りをつくる授業にさか

のぼります。鉄板に太陽の光を反射させて自分に当てたときの熱さに感激したのを今でも鮮明に覚えてい

ます。カメラメーカーに勤務していた 1975 年に 日本太陽エネルギー学会ができ、その年に入会しました。

その後床暖房の会社に入り、７年後独立し株式会社イゼナを創りました。設立 24年になります。22 年前に

我が家を新築したとき、電気のパネルと埋設、温水のパネルと埋設と 4種類のヒーターの床暖房を設置し、

それぞれ生活の中で比べてみました。床暖房を通しての体験から室内の熱環境、快適な住まいそして次世

代の地球環境へと次々と想いははせていきます。 

１、 断熱、気密、熱容量、室内の体積空間の高低、大小で 床暖房の効果が大きく変わる。 

２、 熱環境からくる不快さ（ex.低温やけどなど）を解消して和らいだ室内環境にするには？ 

 

 

 

 

熱もスムーズに取り込んでくれます。床暖房の上に植物も家具も自由に置くことができ、床暖房を意識させ

ない床暖房を可能にしました。それだけでなく水は衝撃音の減衰機能もあり、また緊急時の生活水としても

利用が可能です。 

■イゼナが向かう方法  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設計を考えるとき 発想の転換がせまられます。 

２４時間サイクル    ⇒ ３６５日サイクル 

足らなければ買ってくる     ⇒ １年を通して溜めこむ 

化石エネルギー             ⇒ 太陽エネルギー 

 天動説発想             ⇒  地動説的発想 

CO2排出の化石エネルギー頼みから、CO2ゼロ、エネルギーを自前することを考えるときに、太陽熱エネル

ギーをいかに取り込み、ため込むかが問題になってきます。同時に自然な空気の動きをどう作るかも考え

なければなりません。そこで一番に検討すべきは、間取りやデザインではなく、太陽エネルギーを効率よくと

りこむための 敷地に対する建物位置、形ということになります。 

 

といきついたのが 水です。 

無垢の床板の根太間に熱容量の大きい水をもってくることでした。対流

する水の性質で表面温度も一定になり、温度の偏りを解消して熱源を

和らげて床から温を伝えてくれます。ダイレクトに床へ入って来た太陽 

太陽＋光合成のエネルギー時代、

CO2が循環していた文明から 

産業革命によって CO2を出すことによ

る文明つまり化石＋原子力エネルギー

時代になりました。 

これからは CO2を排出しない文明へ 

孫の世代に効果がある技術を開発す

ることが、イゼナが向かう方法です。 

 




